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奈良県のほぼ中央に位置
東西7.5㎞、南北8.3 ㎞、

面積39.52k㎡
人口約12万1千人
これまでに大きな災害の経験

がない

橿原市の紹介
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17部局60課
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戦略班

*3　報道担当
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文化財班 ○文化財課 環境衛生課（兼）
今井町並保存整備事務所 ボランティア

支援班
○社会福祉協議会

大久保コミュニティセンター こども未来課
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（教育担当） 教育長　*1
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副市長

（副統括） 情報戦略部
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○危機管理課

本　部　長 市　　長
契約検査課（検査係担当除く）

危機管理監

橿原市災害対策本部組織図（災害時）



平成２２年度

テンプレート
個票

2回方式
図上訓練

平成２１年度

地域防災計画
改訂版

とりまとめ報
図上訓練

平成１９・２０年度

総合防災対策事業

洪水ハザードマップ

防災マニュアル

地域防災計画

平成１８年
度

橿原市地震
防災対策アク
ションプログラム

策定

WebEOC

平成２３年度

橿原市のこれま
での成果を
WebEOC上で

展開
2回方式
図上訓練

平成２４年度

WebEOCのさら
なる進化（テンプ
レート・とりまとめ
報の完成と地図

連携）
2回方式
図上訓練

平成25-26年度

大型台風対応を
想定した配備体
制改善案（タイ
ムライン計画）の

策定
2回方式
図上訓練

平成26-27年度

初動体制改善
非定型情報処
理ICTの効果的
な活用と人材育

成
2回方式
図上訓練

平成27-28年度

ICTの効果的な
活用と人材育成
手法の開発

2回方式
図上訓練

平成29年度

根幹業務における希
少資源の抽出と資源
管理ボード・ＳＯＰの

作成
ICTの効果的な活用
と人材育成手法の開

発
2回方式
図上訓練

平成30-31年度

人材育成を含め
た人的資源を有
効活用する仕組

み作り

2回方式
図上訓練

災害対応業務の継続的改善



職員参画WS

災害対策本部組織の各部各班から職員を選出していただき、職員参画によるワーク
ショップ（WS）においてテーマに基づいた検討を毎年、継続的に実施



これまでのWS実績
開催年度 WS開催回数 生成された成果物

平成21年度 6回 とりまとめ報（市、各部局）

平成22年度 6回 テンプレート（各災害対応業務）

平成23年度 7回 とりまとめ報とテンプレートをWebEOCに反映

平成24年度 6回
WebEOCのさらなる進化（とりまとめ報とテンプ
レートの完成と地図連携）

平成25-26年度 8回 大型台風を想定したタイムライン計画の策定

平成26-27年度 7回
大型台風を想定した初動期の対応における効
果的な情報処理（定型情報・非定型情報）

平成27-28年度 7回
根幹業務における希少資源の抽出と資源管理
ボード・SOPの作成

平成29年度 6回
WBSとアクションカードの修正、GIS利用業務の
抽出、コミュニケーションルールの検討

平成30-31年度 8回
実対応のふりかえりの構造化
業務フロー図作成とアクションカード修正

WS開催回数 61回



フォーム
1-1 委員会が不当要求行為等の未然防止及び啓発する

1-2
委員会が不当要求行為等に対する対応方針及び事後
措置の協議検討する

1-3-1 委員長が委員を招集する
1-3-2 人事課が資料作成する
1-3-3 委員長が会議を開催する

1-3-4 委員会が対応方針を周知徹底する

1-3-5
委員会が不当要求行為等に関する情報を各部局で交換・連
絡調整する

2-1 所属長が対応責任者を指定する
2-2 所属長が教育・職場講習を実施する
2-3 所属長が職員の迅速な報告のために環境を整備する
2-4 所属長が警察署との担当窓口を設ける
3-1 対応責任者が警察との連携を密にする
3-2 対応責任者がノウハウ集を読む

3-3-1 対応責任者が不当要求者の面接の目的を明らかにする

3-3-2
対応責任者が相手（住所，氏名，年齢，職業，所属団体
名，連絡先電話番号）を確認する

ノウハウ集

3-3-3 対応責任者（メモ係）が交渉の内容（メモ＋録音）を保存

3-3-4 対応責任者(メモ係)が報告書を作成する
不当要求行為
発生報告書

3-3-5 対応責任者が委員会に報告書を提出する
3-3-6 対応責任者（連絡員）が警察へ通報する
3-4-1 対応責任者が対応計画をたてる
3-4-2 対応責任者が対応する職員の役割分担する
3-4-3 対応責任者が面接・日時を決定する
3-5-1 対応責任者が決定事項を連絡する（手紙・電話・面接）

3-5-2
対応責任者が相手（住所，氏名，年齢，職業，所属団体
名，連絡先電話番号）を確認する

ノウハウ集

3-5-3 対応責任者（メモ係）が交渉の内容（メモ＋録音）を保存
3-5-4 対応責任者(メモ係)が報告書を作成する
3-5-5 対応責任者が委員会に報告書を提出する

3-5-6 対応責任者（連絡員）が警察へ通報する
不当要求行為
発生報告書

3

不当要求行為等の防止・対応マニュアル
レベル１ レベル２ レベル３

所属長マニュアル
（所属長は不当要求者
への対応準備する）

対応責任者マニュアル
（対応責任者は不当要
求者等に対応する）

3-3 対応責任者が初期に対応する

対応責任者が対応計画を立てる3-4

3-5 対応責任者が事後に対応をする

2

1-3 委員会が会議を開催する

委員会マニュアル
（委員会は不当要求行
為等の対策を統括す
る）

1

アクションカード化
橿原市地域防災計画の災害対応業務のリスト（WBS）をやるべきことがより明確にわかるよ
うにアクションカード化



平成２２年度

テンプレート
個票

2回方式
図上訓練

平成２１年度

地域防災計画
改訂版

とりまとめ報
図上訓練

平成１９・２０年度

総合防災対策事業

洪水ハザードマップ

防災マニュアル

地域防災計画

平成１８年
度

橿原市地震
防災対策アク
ションプログラム

策定

災害対応業務の継続的改善

WebEOC

平成２３年度

橿原市のこれま
での成果を
WebEOC上で

展開
2回方式
図上訓練

平成２４年度

WebEOCのさら
なる進化（テンプ
レート・とりまとめ
報の完成と地図

連携）
2回方式
図上訓練

平成25-26年度

大型台風対応を
想定した配備体
制改善案（タイ
ムライン計画）の

策定
2回方式
図上訓練

平成26-27年度

初動体制改善
非定型情報処
理ICTの効果的
な活用と人材育

成
2回方式
図上訓練

平成27-28年度

ICTの効果的な
活用と人材育成
手法の開発

2回方式
図上訓練

平成29年度

根幹業務における希
少資源の抽出と資源
管理ボード・ＳＯＰの

作成
ICTの効果的な活用
と人材育成手法の開

発
2回方式
図上訓練

平成30-31年度

人材育成を含め
た人的資源を有
効活用する仕組

み作り

2回方式
図上訓練



指揮者に
よる

目標設定

第1回
本部会議

災対本部開設

緊急対応
状況評価

通報・覚知

危機発生

初
動
対
応

対応計画
の準備

対応計画
の承認

戦略方針
決定会議

対応計画
調整会議

災対本部
会議

新活動サイ
クル開始

計画実行
進捗評価

現場の
対応状況
入手

災害対策本部の
活動サイクル
（Planning P）
広報

・次の責任担当機関に向けて当面の対応計画
を立案する

・当面の対応計画は災害対策本部会議で承認
されている必要あり

・そこから逆算して、当面の対応計画作りの
ために必要な調整を行う

・その前提とする状況を把握する



市長による
目標設定

第1回
本部会議

災対本部開設

緊急対応
状況評価

通報・覚知

危機発生

初
動
対
応

部対応
計画
の準備

対応計画
承認

部方針
決定会議

実施計画
調整会議

災対本部
会議

新活動サイ
クル開始

計画実行
進捗評価

現場から
の要望・
苦情

災害対策本部の
活動サイクル
（Planning P）

・８〜12時間の活動サイクルで危機対応
- 要員の交代・計画の立案

・状況認識の統一
・現場での対応を効果的にするための支援
・関係機関との間の協力・連携のための調整
・広報対応

広報

次の活動サイクルでの計画作り

現在の活動サイクルでの
対応状況把握

そのために必要となる活
動、資源の同定

部間の調整、市としての
スタンス決定

市長から、地域防災計画
には〜とあるが、どうか

現場での状況を集約し、
問題点を明らかにすると
ともに、必要な対応を実

施する

市長の想いを部の活動に
どう反映させるか



コントローラー

情報戦略部

奈良県他、外部機関

市民

情報収集
・対策

情報戦略部
発表

プレイヤー

現場担当者

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

各部対応拠点

凡例：
WebEOC

電話

広報
情報戦略部

発表

補助

対策資源部

統括本部班

図上訓練の範囲と通信手段



訓練参加者と訓練場所
訓練参加者 訓練場所

本部長

災害対策本部執務室

副本部長

本部付

本部事務局長・本部事務局副局長・本部事務局各班長・WSメンバー

食料物資部長・連絡調整員

福祉救護部長・連絡調整員

環境部長・連絡調整員

生活基盤部長・連絡調整員

避難支援・学校部長・連絡調整員

上下水道部長・連絡調整員

生活再建支援PJT部長・連絡調整員

食料物資部副部長、班長、WSメンバー

各部活動拠点（７箇所）

福祉救護部副部長、班長、WSメンバー

環境部副部長、班長、WSメンバー

生活基盤部副部長、班長、WSメンバー

避難支援・学校部副部長、班長、WSメンバー

上下水道副部長、班長、WSメンバー

生活再建支援PJT副部長、班長、WSメンバー



調整会議 本部会議

災害対策本部執務室 部活動拠点



WebEOCとは

⁃ EOC : Emergency Operation Center

⁃ 米国で1997年にスタート

⁃ 世界で750以上の公共機関・企業に導入される

⁃ 米国州の8割がWebEOCを導入

⁃ デファクトスタンダードなツールである

WebEOC®は危機管理のコミュニケーションを集約するWebブラウザベースの情報共有

プラットフォーム。あらゆる規模の組織に対し、完全な状況認識の統一と迅速なインシ

デント対応を実現。



| 官公庁

中央省庁・京都府他関東、関西、

北陸エリアの自治体 など

| 民間企業

大手電力会社・水道局・道路事業・

不動産会社・ NTT グループ など

日本国内においても中核を担う公共機関や各業界のリーディングカンパニー

で利用されており、危機管理時の情報共有プラットフォームとして活用の場

が広がり続けています。
▼ 2018/2/27 奈良新聞引用

日本での利用実績



危
機
・
災
害

①連絡処理票

⑤調整・本部
会議資料

③部局
とりまとめ報

②災害対応業務
テンプレート
④資源管理ボード

⑥活動ログ
意
思
決
定

GIS(災害対応ジオポータル)

 ①連絡処理票と電話を使って、情報収集や対応指示を実施
 収集した情報を②災害対応業務テンプレートを使って整理・集約
 ②災害対応業務テンプレートを元に、③部局とりまとめ報を作成
 対応の際に不足し、調達が必要となる希少資源は④資源管理ボードで管理
 GIS(災害対応ジオポータル)の地図上で各災害対応業務テンプレート（一部）の情報を俯瞰する
 収集した情報を元に⑤調整・本部会議資料を作成し、調整会議にて方針案を検討、本部会議にて市
としての方針を決定

 継続的対応のため、引継事項を⑥活動ログに記録
 終了後、振り返りを行い、⑦ふりかえりボードに良かったこと、悪かったことを記録

※①～⑦がWebEOCでの実現機能

⑦ふりかえりボード

訓練におけるWebEOC活用の流れ



本部
とりまとめ報

（市対応の
全体概要）

部
とりまとめ報
（部としての
対応概要）

対応結果
（本部）

●部

資料 資料
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文

本
文
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文

サマリ サマリ サマリ

本文 本文 本文

資料(リンク） 資料(リンク） 資料(リンク）

資料 資料
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票
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票
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票
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票
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個
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●部 ●部

本部

本部
会議

調整
会議

部として
の対応
（現場）

IAP

WebEOCの画面との対応

＜本部事務局統括班 調整・本部会議資料管理
＞

※各部局長or副部局長名
で提出

＜関連業務テンプレート＞
担当部局班毎に関連業務テンプレートに入力

＜各部局班 とりまとめ報＞

【提出者・概況・課題】

課題

決定事項 本部会議で決定

調整会議で整理
決定事項の案も含む

今後の方針 概況

災害対策本部での情報のとりまとめ



連絡処理票 一覧画面

入力画面

内部組織の対応状況や外部機関の対応状況、連携状況が情報共有され、状況認識
の統一が可能
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調
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会

議

部

と

し

て

の

対

応

（
現

場

）

災害対応業務テンプレートと部局とりまとめ報

＜各部局班 災害対応業務テンプレート＞

＜各部局班 とりまとめ報＞

本部とりまとめ報の構成

自動反映

自由記述

自由記述

自由記述

主に活動拠点で
部局毎に作成

災害対応業務
テンプレート

⑤調整・本部会議資料

②災害対応業務テンプレート

③部局とりまとめ報

部局とりまとめ報



資源管理ボード

④資源管理ボード

活動状況一覧

受入一覧



＜統括本部班 調整・本部会議資料＞

調整・本部会議資料

提出者・
計画名
概況

目標決定
対応決定

⑤調整・本部会議資料

●部

資料 資料

本
文

本
文

本
文

サマリ サマリ サマリ

本文 本文 本文

資料(リンク） 資料(リンク） 資料(リンク）
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文
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票
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票
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●部 ●部
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会

議

調

整

会

議

部

と

し

て

の

対

応

（
現

場

）

本部とりまとめ報の構成

提出後は、
統括本部班にて編集

4つのカテゴリに集約

調整会議で概況・課題の精査、
対応方針の検討と案を固め、
本部会議で対応方針を決定

⑤調整・本部会議資料

②災害対応業務テンプレート

③部局とりまとめ報

市長方針

全体概況

当面の対応方針

命を守る計画

本部の部長と活動拠点の
副部長・班長と連携し、
部長（副部長）名で
自部局が該当する計画箇
所を作成

社会のフローを復旧させる計画

社会のストックを再建する計画

マネジメント計画



活動ログ

入力画面

一覧画面

 目的：部局／班内の引き継ぎ文書

 内容：

 活動報告、状況報告

 「未対応」「対応中」の事項

 今後の活動指示

 状況予測・課題・懸案事項

 ノウハウやコツポイント

など、班長が箇条書きで記載

 記入単位：部局／班

 記入のタイミング：随時、引き継ぎ前

※訓練時は、本部会議開催時に記録時間を確保



GIS(災害対応ジオポータル)の機能概要
地形図や各種施設の場所などの静的情報や、災害時の避難所の開設状況や被害状況などの動的情報
を重ね合わせて見ることで、様々な状況を読み取り、迅速な活動を行うことができます。



幹部

部（班）

現場 現場対応
〔個票〕

方針判断

課題検討

現場対応
〔個票〕

対応計画

Operational Period（責任担当期間）

1 2 3 4 5

次の現場対応まで5ステップ

現 実

本部会議 本部会議 本部会議 本部会議 本部会議 本部会議

報告

報告
指示

指示

古い情報を
もとに

将来を
計画する

出典：防災科研 林理事長資料

災害対策本部（EOC）活動：現場とのずれをなくす



幹部

部（班）

現場 現場対応
〔個票〕

方針判断

対応計画

現場対応
〔個票〕

対応計画

1 2 3 4 5

現 実

本部会議 本部会議 本部会議 本部会議 本部会議 本部会議

報告

報告
指示

指示

状
況
認
識
の
統
一
（Web

EO
C

)

方針判断

課題検討

報告のスピードアップ

迅速な対応

現場対応
〔個票〕

当面の対応
計画（IAP)

現場対応
〔個票〕

Operational Period（責任担当期間）

災害対策本部（EOC）活動：一つ先の責任担当期間の対策を作る

出典：防災科研 林理事長資料



• 物理的に離れた場所（災害対策本部と各部局の対応
拠点）の間をWebEOCでつなぎ、円滑なコミュニケー
ション、状況認識の統一ができる。

• SOPの徹底（使用者間でのWebEOCの使い方に関する
共通の認識）によって、情報が正しく伝わり、管理され
るようになった。

• 災害対応をオンラインで行う情報基盤を整備すること
により、コミュニケーションや状況認識の統一は効率
的になる。

• しかし、全てをICTで解決することはできない。システ
ムはあくまで災害対応を円滑に実施するためのツー
ル、最終的に重要となるのは人。人を育てることが災
害対策本部の機能強化に繋がる。

ICTを活用した災害対策本部



出典：防災科研 林理事長資料

災害対応力を向上させるための5つの枠組み


